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　教えられたとおりに都みやこの西を流れる川のほうに向かい、噂うわさの邸やしきを見つけた蒼そう刻こくは、思わずこうつぶやいていた。

「これじゃ、何かが出ると言われるわけだ」

　朽くちかけた透すい垣がい。草を刈かりこんでもいない庭には、季節の野花が気ままに咲いている。

　これでは夜には、さぞかし不気味に見えるだろう。極めつきに、ここからそう遠くない西の川の中なか州すや、その向こうにそびえる山のふもとは、死者を葬ほうむる場所なのだ。

　検け非び違い使しや放ほう免めんたちでさえ近づきたがらないと聞いたが、彼らを叱しかるのは可か哀わい想そうだろう。

　黄たと昏がれ時どきも迫せまった今は、たしかに百ひやつ鬼き夜や行こうの始まりでも見られそうな雰ふん囲い気きがあった。

「濃密な気配がするのう」

「わかるのか張ちようさん」

「無論じゃ。──で、ここから姫君を助け出して、嫁よめにとるのか？　がんばれよ蒼刻」

「どこの恋絵巻の話だ、それは。俺は悪い物ものの怪けがいないかを調べにきただけだぞ」

　愛馬の背に乗ってついてきたのは、仔犬ほどの大きさをした物の怪だ。名は張さん。

　とある鬼退治の際に知り合った彼は、純白の毛並みの虎とらといった感じの、なんとも神こう々ごうしい姿をしている。蒼刻にとって随ずい身しん兼けん友人といっていい存在だ。

　──事の起こりは、昨夜の宴うたげ。

　蒼刻にやたらと構いたがる物好きな東とう宮ぐう・天てん祥しようから、「百鬼夜行の姫君」とやらのおどろおどろしい噂を聞かされたのだ。怖そうに、ではなく、興味深そうに。

『西の川の近くにある邸に、その姫君はひっそりと住んでいるらしいよ。日が沈むと、その邸には鬼おに火びが舞い、琴ことがひとりでに恨うらみ辛つらみを奏かなで、天魔より生せい誕たんせし姫君の命めいに従う物の怪や付喪神つくもがみが、夜明けまで踊り狂うとか』

　今にも「お忍びで見に行こうと思うんだ」と言いだしかねない様子だったので、蒼刻は、自分が偵てい察さつしてくるからと押しとどめてきたのである。

　門前に生はえていた適当な木に馬をつなぎ、張さんを連れて門の内に踏みこんでみる。

「おい。だれかいないのか？」

　無む造ぞう作さに呼びかけてみると──

　──ばたばた、がたん！　どさどさどさ!!

　と、盛せい大だいに物音が立った。どうやら庭に面した御み簾すの内側で生じた物音のようだ。

　男が通っているとは思えないし、蒼刻が急に声をかけたから、驚いて几き帳ちようでも引っくり返したのかもしれない。悪いことをした。

「御簾の内に、だれかいるみたいだな」

「さては噂の、百鬼夜行の姫君か。蒼刻よ、やはり歌が必要じゃったな」

「この状況で、どんな歌を詠よめと」

　蒼刻は眉み間けんにしわを寄せた。百鬼夜行なら望むところだが、歌や文は勘かん弁べんしてほしい。

　そもそも──この平安の世にあるまじきことだが──蒼刻は、女の噂を追って動くのが好みではないのだ。

　あちらの姫君は咲き初そめの花のように美しいだの、こちらの姫君は色香があるだの、噂を聞いては恋こい慕したい、思い悩むのが、今どきの貴公子の恋というもの。しかし蒼刻は、噂ごときにいちいち振り回されるなんて、わずらわしいと思ってしまうのだ。

　十七にもなって浮いた話のひとつもなく、物の怪退治の武勇伝ばかり増やす次男坊を、両親はおおいに嘆なげいているが、人には向き不向きがある。

「しかも、百鬼夜行の姫君だって言うんだぞ？　歌なんかもらって喜ぶと思うのか」

「たとえどのような姿であっても、女によ人にんは女人じゃよ」

　などと言い合いながら待っても、御簾の内はやけに静まり返っている。

　何やら心配になってきた蒼刻は、無ぶ作さ法ほうを承しよう知ちで、草くさ茫ぼう々ぼうの庭に踏みこんだ。

「おい、だれかいないのか？」

「──……だれもいませんよー」

　すると、女のか細い声が聞こえた。

　臆おく病びような人間なら、すわ物の怪の声かと驚きかねない、ひっそりとした声こわ音ねだ。が、もちろん蒼刻は平気である。

「だれもいないのに、なんで返事があるんだよ」

　間抜けな声につっこみながら、蒼刻はとうとう御簾をのけて、中を覗のぞきこんでしまった。

　室内は、床に綴とじた草子が山と積まれており、雑然としているが、埃ほこりっぽさはなかった。

　そして倒れかけた几帳の陰かげに、こんもりとした布の山がある。

　袿うちきだ。正確に言えば、袿を頭からはおった人間が、うずくまっているようだ。

　衣ころもをかぶせて薫かおりを焚たきしめる伏ふせ籠ごのフリをしているつもりらしいが、無理がある。

「おい」

「……きゃああああああ!?」

　あきれた蒼刻がわざと足音と気配を完かん璧ぺきに殺して近づき、声をかけると、袿をかぶったそれは見事に跳とび上がった。はずみで袿がすべり落ち、隠されていた姿があらわになる。

　まず目を射いたのは、花のかざしを添えた艶つややかな黒くろ髪かみ。次いで、きれいな桜さくら襲がさねの衣い裳しよう。

　不思議な撫なでし子こ色いろの毛並みをした猫ねこを抱かかえた、蒼刻よりいくらか年下らしい娘むすめだった。

　彼女は畳たたみに転がったのちに、はっと振り返り、翡ひ翠すいの瞳ひとみで蒼刻を見上げた。

「…………」

　蒼刻もなんと切り出していいかわからず、しばし見つめ合って固まってしまう。

　その間に我に返った娘は、さっと青ざめると、今度は身をひるがえして逃にげようとした。

「おい、待てッ」

　逃げるなよ、と思った蒼刻は、とっさに彼女の裳も裾すそを踏んづけてしまった。娘が、べちん！　と音を立てて畳につんのめる。しまったと思ったが、すでにやらかした後である。

　普通の女人にこのような真ま似ねをしたら、何年も親兄弟まで笑いものにされかねない。今のはそれほど無礼なふるまいだった。

　しかし娘は蒼刻の非礼を詰なじるでもなく、床にうずくまって無念そうにぼやいた。

「うう……こんなかさばる裳着でなければ、あの長なが櫃びつの中に隠れられたのに……」

「入るな入るな」

　そんな奇き矯きようなことを本気で悲しそうな目で言われても反応に困る。

　傍かたわらを見やれば、張さんも「風変わりな姫君じゃのう」とつぶやき、驚いた様子で瞬まばたいていた。

（これが、百鬼夜行の姫君だって？）

　何これ弱そう。つついただけで倒せそう。などという、ひどい感想しか浮かばない。

　事によっては鬼退治だってする気でいたのに、思いっきり出鼻をくじかれた蒼刻は、ぶつぶつと泣き言をこぼす娘を見下ろして、なんとも言えない顔になったのだった。




　──しばしのち。




「ここの書物は、どうやって積み上げてあったんだ？」

「……物語の名前ごとに、山を作っていました。『源げん氏じ物もの語がたり』とか、『凌りよう雲うん集しゆう』とか」

　蒼刻は、ようやく落ち着きを取り戻した娘と、よそよそしい距離をおいて話していた。

　袿を頭からかぶり直した娘は、几帳──倒れていたのを蒼刻が起こした──の陰で小さくなっている。まるで怯おびえた狸たぬきだ。そんな彼女に訊たずねながら蒼刻は、娘がうろたえて倒してしまった書物や調度を、元通りに片づけている。

　娘は「別にそのような……」と遠えん慮りよしたが、蒼刻は俺のせいだしと押し通したのだ。

「よし。これでだいたい元通りだな？」

「はい。……ご丁てい寧ねいに、ありがとうございます」

　か細い声。だが、先刻よりは響ひびきがやわらかく思えたので、振り向いてみる。

　娘の表情はまだ固いが、気のせいでなければ、少しは緊張を解といた様子に見えた。

　ついでに、彼女の傍らにたたずむ猫と目が合う。撫子色の毛並みが美しいその猫は、忠誠心が厚いようだ。警けい戒かい心しんをあらわにした目つきで、蒼刻をじっと見据えている。

「で。なんなんだ、おまえは」

「……この邸のあるじの、妹ですが」

　娘は、なぜか自信のなさそうな声で答える。あるじだという兄の名をぼかしたのは、まだ蒼刻を警戒しているせいだろう。日も落ちた今は寂さびしげに見える邸だが、内装や娘の衣裳は美しく趣味もよい。奇行のせいで何かと台無しだが。

（天祥さまなら、かえっておもしろがる可能性もあるかもしれんが）

　いずれにせよ、天祥からの頼みごとを果たすべく、蒼刻は問いを重ねた。

「人間だよな？」

「わたしは一応、そのつもりですが……あの、畏おそれながら、貴方あなたさまは一体──？」

「ああ、悪い。まだ名乗ってなかったな。俺は劉りゆう蒼刻、左さ近こん衛え府ふの少しよう将しようだ」

「蒼刻さま、ですか。左近衛府の方が、なぜこちらに……？」

　と、口を開いたところで気づく。

　暗くなった邸のあちこちには、いつのまにか燭しよく台だいが用意され、火が灯ともされていた。

　そして娘は、几帳の陰から、張さんの揺らす白黒のしっぽを横目で気にしている。

　物の怪が見えるのか。と今さら気がつき、蒼刻はわずかに身を乗り出した。

「『百鬼夜行の姫君』がこのあたりにいる、という噂を確かめにきたんだが」

「それは……」

　すると娘は長いまつげを伏せ、気まずげに言った。

「……おそらく、わたしのことかと」

「本当か？」

　見けん鬼きの才はあるようだが、百鬼夜行の噂を聞いただけで卒そつ倒とうしそうなほど、貧ひん弱じやくそうな娘である。

（変わった娘ではあるけどな）

　他人を気にしない蒼刻でも、己おのれの眼がん帯たいや鋭い視線や無ぶ愛あい想そうな表情が、女たちにどう見られているのかは承しよう知ちしている。たいていの女人は、蒼刻と目が合うと怯え、見てはいけないものを見たかのように檜ひ扇おうぎで顔を隠すのだ。

　眼帯で隠されたほうの右目は、呪のろわれた者の証あかし。そんな噂まであるらしい。否ひ定ていしても一向に消えないので、蒼刻はあきらめて放置している。

　しかしこの小さな姫君は、明らかに及および腰ごしなくせに、不思議と蒼刻から目をそむけないのだ。手元に檜扇がないから、というわけでもなく。

　宮きゆう中ちゆうとは縁えん遠どおい暮らしで、呪いの噂を知らないからだと言えば、それまでの話だ。

　だが、たとえそうであっても、こうして思いのほか普通に話ができているという事実は、蒼刻を不思議と和なごませた。

「本当です。……みんな、出てきて」

　蒼刻の心中などつゆ知らずに娘がささやいた、その言下──

　静かで暗い部屋の中が、いきなりにぎやかになった。百鬼夜行の絵巻物が一気に広げられたかのように、あちこちの物陰から、物の怪や付喪神が現れたのだ。さらに、それまではただの物にしか見えなかった厨ず子しや書しよ櫃きが、木で偶くめいた脚を生やして動きはじめる。

　摩ま訶か不思議な、けれどこの邸には奇妙に似つかわしくも見える光景。

　人ならざるモノたちは、娘を守るように周りを取り囲み、蒼刻の様子をうかがっている。

「……こういうことです」

　静かに言う娘の傍らで、先ほどの紫むらさき水ずい晶しようの瞳の猫が、にゃあと鳴いた。そのしっぽは、今やきれいに二ふた股またに分かれていて、彼女が化ばけ猫であると知らしめている。どうやら、これまでは正体を隠していたらしい。

「なるほど。百鬼夜行ができそうなくらいはいるな」

「貴方さまの言う噂は……おそらくこの子たちが宴をしていた際に、うっかり姿を見られてしまったせいでしょう」

　彼らは夜になると庭で、物の怪限定の飲めや歌えの宴を開くのが好きなのだそうだ。

　力もなく無害そうな物の怪たちを眺めつつ、蒼刻はあきれ半分、感心半分で言った。

「おまえは物の怪を、まるで飼かい猫みたいに呼ぶんだな」

「わたしのお友だちですので。……ね、星せい彩さい？」

　娘に撫なでられた化け猫が、にゃあと鳴く。張さんが「愛らしい猫殿じゃのう」とつぶやき、流し目を送ると、星彩というらしい猫は恥はじらうように身をくねらせた。そしてそのまま物の怪と化け猫はほんわりした空気の中で近づき合い、何やら仲よくじゃれはじめる。

　娘が「星彩は渋しぶい殿との方がたが好みなのです」と、あまりいらない情報をくれた。

　……人間の自分よりも、物の怪のほうが女の扱いに慣れているのは、どうなのだろう？

　微妙な気分になりつつ、蒼刻は改めて娘を見た。

「おまえがそんな真似をするとは思わないが、一応訊きいておく。──この物の怪や付喪神を使って、悪さをするつもりはないよな？」

「しませんよそんな面倒くさいこと。わたしはまったり引きこもって暮らしていたいだけです」

「初めて流りゆう暢ちように話した内容がそれかよ」

　聞けば、このしょうもない娘は、内職などをしながら、部屋の外には一歩も出ない暮らしをしているという。

　この時代の女人は、一日の大半を室内にこもりきりで過ごす。身分が高ければ高いほど、その傾向は強い。ゆえに彼女の引きこもり暮らしも、それほど常識外れではないのだが……釈しやく然ぜんとしないのはなぜだろう。

「友達もいないのか」

「はい。物の怪以外にお友達はいません。ご安心ください」

「さらっと泣けることを言うな。というか、それでどう安心しろと？」

「殿方も女人も、わたしを訪ねてくることはありません。……ですので、物の怪を使った呪じゆ詛そや嫌いやがらせを頼まれることもない、ということです」

　それに、と娘は淡あわい声で付け加えた。

「……わたしは、八月になったら消えますので。百鬼夜行の噂も、いずれなくなると思います」

「消える？」

　思わず訊き返すと、娘は口をつぐんだ。ここまで言うつもりはなかった、といった感じの、決まり悪げな表情で。

　話がふっつりと途切れ、しばらく気まずい沈ちん黙もくが落ちた後に、蒼刻はぽつりと言った。

「とりあえず──輝かぐ夜や姫ひめ、でいいか」

　はい？　と娘が目をまるくした。

「おまえの呼び名だ。俺は雅みやびやかな言葉遣づかいが苦手だから、その程度しか思いつかない」

　今、ふと御簾越しに見えた月がきれいだったから──と言えば格かつ好こうがつくが、実はさっきから頭の隅すみでひそかに考えつづけていたのだ。もうひとつ「物の怪姫」という案もあったのだが、さすがにそれはどうだ？　と自分で却きやつ下かした結果である。

「輝夜姫って……わたしが、ですか？」

　何かをあきらめたかのように醒さめていた表情が、はがれ落ち、娘は目を泳がせる。

　そんなことを言われたのは初めてだったのか、頰ほおが南天の実のように赤い。

「は、恥ずかしいのですが」

「そのくらい耐えろ。呼ぶ俺のほうが、百倍はこっ恥ぱずかしいんだぞ」

「二人とも恥ずかしいのなら、別に呼ばなくてもいいのでは……？」

「呼び名がないと、これから会うのに何かと不ふ便べんだろ」

　そこまで言われて、この浮世離れした娘は、ようやく蒼刻の意図に気づいたようだ。

「ええと……また、ここにおいでになるつもりなのですか？」

「悪いか」

「悪いと言いますか、物好きと言いますか……いえ、悪趣味……悪あく食じき？　蓼たで食う虫？」

「どんどん表現が悪くなってるぞ」

「……も、申し訳ございません」

「謝るな。別に怒っちゃいない」

　硬直する娘を見下ろして、なんとなく可お笑かしくなった。言葉をごまかすことがうまくないのだろう。よく言えば素直だし、悪く言えばぼんやりしている娘だ。

　駆け引きまみれの宮中で出で逢あう女人たちとは違い、蒼刻を避さけず、武骨と嗤わらわず──どこか間抜けなこの娘に、ふと癒いやしめいたものを感じてしまう。こんな仔狸にと思わなくもないが、自分が女人を相手にいつになく気を楽にしていることは否定できなかった。

　……視界の隅でにやついている張さんには、後で口止めする必要がありそうだが。

「ですが、何ゆえに、またおいでになるのですか？」

「別に好きで通うわけじゃない」

　が、そんな思いは顔には出さず、蒼刻はつっけんどんな口調で言った。

「これだけ物の怪が集まってるんだ。おまえのぼんやりした管理じゃ、やつらが今後問題を起こさないか心配だ。よって、しばらく監視する」

　東宮からの頼みごとなら済んだも同然なのに、そんなことを言いだしたのは、もちろん口にしたとおりの理由もある。

　だがそれよりも大きいのは、このまま彼女との縁を終わらせたくない、という気持ちだ。

「監視……ですか」

　輝夜姫は嚙かみしめるように繰くり返した後で、ゆっくりとうなずいた。

　そうして浮かべた照れたような笑みは、儚はかなげで愛らしい。保ほ護ご欲よくをそそる、無防備な表情だった。

「……わかりました。では、次においでになるときには、おもてなしのご用意をしておきますね」

　監視の意味がわかっているのかいないのか。彼女はどこまでも、おっとりと付け加えた。

「そうでした。わたしの名は──」










　──そのような出逢いから、十日ほど経たって。

　今日は散り急ぐ桜の淡い色が風に舞い、都一帯の路みちに雪のように降り積もっている。

「朧ろう月げつ。俺だ」

　庭からの呼びかけに、百鬼夜行の姫君と呼ばれる娘──朧月は、はっとして顔を上げた。

　読みさしの草子を置いて、廂ひさしまで移動する。御簾の向こうに見える人影は、もはや見慣れた青年武官のもの。「儂わしもおるぞ」という、白びやつ虎こによく似た物の怪の美声も聞こえる。

　はずむ気持ちを胸に隠し、猫の星せい彩さいと目め配くばせすると、朧月は御簾を横にのけた。

「お待ちしておりました、蒼そう刻こくさん」

「世せ辞じじゃないなら何よりだ」

　蒼刻さま、ではなく、蒼刻さんと呼ぶようになったのは、彼にそう求められたからだ。

　さま付けは宮中を思い出して堅苦しい気分になるからよせ、と言ってくれた。

「わぁい張ちようさん、逢いたかったですよ～」

「儂もじゃ、我が姫君。今日もとびきり愛らしいのう」

　もふもふ同士、さっそくごろごろと喉のどを鳴らして仲よくしている張さんと星彩は廂に置いておき、蒼刻を部屋に招き入れる。

「おまえの兄は今日もいないのか？」

「はい。大だい学がく寮りようでのお仕事が、立てこんでいるそうです」

　蒼刻さんが来てくださるおかげで、寂しさや心細さとは無縁ですけれど──と、心の中で付け足しておく。口にするのは気恥ずかしいし。

　初めて顔を合わせたときは、青く燃える瞳に腰を抜かしたりもしたが、無愛想で物言いに遠慮がないだけで、悪い人ではないことはすぐにわかった。

　だからこうして監視するという言葉を吞のみ、仕事上がりの彼を快こころよく迎えている。

「朧月」

「はい？」

「飾っとけ」

　蒼刻が、それまで不自然に後ろに回していた左手を──正確には、その手に握にぎられた花の束を、朧月へと突きつけた。可か憐れんな薄うす紅べに色いろに咲いた撫子だ。

　失礼だが、蒼刻には不似合いな手て土産みやげに、朧月はぱちくりと瞬きをしてしまった。

「深読みするなよ。うちの庭に咲いてただけなんだからな。この邸にはない花だろう？」

「あ、はい……ありがとうございます」

　あわてて受けとり、朧月がぎこちなく礼を言うと、蒼刻の表情は険けわしさを増した。

「別に俺の趣味じゃない。東宮さまが、歌も文も持って行かないなら、せめてその程度の風流は理解しろとおっしゃるんだ」

　口ではあれこれ言いながら、どうやら友人らしい日ひ嗣つぎの御み子こさまの話をもっと聞いてみたい気もしたが、その前に蒼刻が話を変えた。

「花を飾ると気の流れがよくなると、知り合いの陰おん陽ようの頭かみが言ってたしな。ここは物の怪や付喪神だらけなんだから、もっと気を使え」

「……ありがとうございます」

　無愛想な言い方だが、心配してくれているのが伝わってくる。普通の姫君なら、物の怪や付喪神の妖よう気きにあてられて寝こんでしまうこともあるらしい。朧月は昔からまるで平気なのだけれど。

（いい人だなあ）

　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらなので一見わかりづらいが、よく見ていると、伝わってくる気持ちは誠実だ。蒼刻といると、朧月は自分が人付き合いが苦手だったのを忘れてしまいそうになる。

　左近衛府少将で、しかも左大臣家の御ご子し息そくという、自分とはかけ離れた身分の人なのに。

「何か変わったことはあったか？」

「いえ、特には……。『源氏物語』の続きが気になって、夜しか眠れないくらいです」

「夜に寝られたら十分だろうが」

　ほとんど笑わない青年だ。鋭い瞳と銀色の髪のせいか研といだ刃やいばのような印象が強く、巷ちまたでもてはやされる貴公子とはまるでまとう空気が異なる。蒼刻本人も、俺は武骨なせいで宮中の女どもには嫌きらわれていると、うんざりした様子でぼやいていた。

　けれども朧月にとっては、今まで読んだ物語のどの貴公子よりも素敵に思える。

（お話しすると楽しいし、本当はよい方だし、物の怪たちのことも邪じや険けんになさらないし）

　好きなところを挙げていけば、それだけで日が暮れてしまうほどだ。

　最初はそれなりに緊張もしていたが、何度か迎え入れるうちに、蒼刻の訪れは朧月の変わり映ばえのしない毎日を彩いろどる花となっていた。

　二人で他た愛わいもない話をしていれば、時間はあっというまに過ぎ去ってしまう。

　紙し燭そくなしでは互いの顔すら見えないような夜の闇やみが邸を包んでしまうと、お別れの刻ときだ。

「明日も来ていいか？」

「お待ちしております」

　去り際の蒼刻からの問いかけに、待ってましたとばかりに答えてしまう。恥じらいに欠けた反応だったのではないかと焦り、朧月は熱い頰を両手で押さえてうつむいた。

「今の即答は褒ほめてやる」

　しかし、蒼刻にはむしろ晴れやかな口調で言われ、ぽん、と頭を撫ぜられる。しっかりしたてのひらの感触に、一いつ拍ぱく遅れて心しん臓ぞうが跳はねた。何度も部屋に迎えているが、こんなふうに直接ふれられるのは初めてだった。

　朧月は御簾に額ひたいをすりつけるようにして、月明かりだけが頼りという濃い闇の中を去っていく蒼刻の姿を見送った。同じく張さんを見送る、星彩とともに。

「朧月ちゃん、ここまできたら、泊とまっていきませんか？　って言えばよかったのにぃ」

「そ、それはさすがに無理……！」

　ぶんぶんと、長い髪が顔にあたる勢いで首を振った後で、ふと気づく。

「……ごめんね、星彩。張さんを引き留める口実が作れない、へたれなご主人さまで」

　恋人ともっと一緒にいたかっただろう友達を抱だいて、朧月はしょんぼりする。

　星彩は、紫水晶の瞳に慈いつくしむような光を宿した。

「そんな、謝らないでくださいな。朧月ちゃんの気持ちはわかりますよぅ。ただ──八月のことがあるから仕方ないのかもですけど、いろいろあきらめすぎてるんじゃないかなって思うだけで」

　深い声音に心を宥なだめられるが、どうにも言葉を返せず、朧月は黙りこくってしまった。










　数日後、都は花を散らす薄はく情じような雨の色に染そめ上げられた。

　おかげで今年の桜はあっけなく散ってしまったが、東宮御ご所しよの庭にたたずむ梨なしの木はまだ、まるめた綿わたを思わせる花を枝に残している。

「百鬼夜行の姫君は、すっかり君に寝取られてしまったね」

　頰にわざとらしく手をあて、天てん祥しようがため息をついた。

「寝てませんし、盗とったつもりもありません。人聞きの悪いことを言わないでください」

　それでも蒼そう刻こくが嫌な気分にはならないのは、天祥が言うほど恨うらみ辛つらみを抱えているのではないと、経験上わかっているからだ。子供のように拗すねた上で、蒼刻をからかいたいだけである。

「私が最初に、逢ってみたいと言ったんだよ？　それなのに、君は姫ばかりでなく物の怪や付喪神たちとも楽しく過ごしているなんて、ずるいじゃないか」

「楽しんでいるつもりは──」

　ない、と噓うそをつききれないのが蒼刻の真っ正直なところである。天祥がにこにこと笑う。

「子持ちの人妻を、子供ごと懐かい柔じゆうしてしまったようなものだね。君も意外とやる男だ」

「勘かん弁べんしてください」

「君がいずれ輝かぐ夜や姫ひめを邸に迎えた暁あかつきには、忍んでいって言い寄ってしまおうかな」

「御ご冗じよう談だんを」

　女に不自由しないどころか、貴族たちがこぞって娘を入じゆ内だいさせようとする立場の天祥が、あの仔狸を通り越して珍ちん獣じゆうめいた娘に執しゆう着ちやくする必要などない。理性ではそうわかっていても、自分などよりずっと女あしらいに長たけた人の言うことを無視できなかった。

　人をからかうのがこの方の悪い癖くせだと思いつつも、この時代にはそうした形での密通がめずらしくないのだ。

「邸に迎えるつもりはない、とは言わないんだね？」

「…………」

　彼の本当の狙ねらいは、蒼刻が絶対に口に出さない部分を突くことだったと思い知り、反論に詰まってしまった。してやられた。

「今はいいけど、結婚の際には歌を詠よまなくてはいけないのは知っているだろう？　困ったときは是ぜ非ひとも私のところに相談に来て、君たちのなれそめを聞かせるように」

　東宮さまにきらきらした笑みで見送られて、左近衛府に待たせていた張ちようさんと合流すると、さらに追い討うちをかけられた。

「ほほう。して、おぬしは輝夜姫を正妻として邸に迎えるつもりがあるのか？」

「あんたまでやめろよ張さん」

　物の怪にせっつかれるまま、うかうかと天祥との会話を愚ぐ痴ちったことを後悔する。

（まあ……少なくとも、俺のほうから付き合いをやめる気はないんだが）

　朝から都を濡ぬらしていた小こ雨さめは幸さいわい、路の途中で上がってくれた。

「おぬしの恋こい路じを邪じや魔まして馬に蹴けられたくないと思って、雨あま雲ぐもが引っこんだのかもな」

「やかましい」

　水たまりが残る雨上がりの路を急ぎ、もはや見慣れた襤ぼ褸ろ邸やしきにたどりついた。

　のほほんとした微笑ほほえみで迎えてくれた朧ろう月げつと、あいかわらず群むれている物の怪と付喪神という光景に、ある意味で実家に帰ったときよりもほっとしてしまう。

「今日は付喪神たちが支し度たくしてくれるそうですので、夕ゆう餉げまでごゆるりとなさってください」

「食べていってもいいのか」

「……？　いつものことではありませんか」

　きょとんとする娘の翡翠色の瞳を見下ろして、蒼刻はつい想像してしまう。

　自分の邸に迎えて、毎日この穏おだやかな声に「おかえりなさいませ」と言われるのは、たしかに悪くない未来図ではないかと。










　厨くりやに向かう朧ろう月げつは、浮き足立つあまり、あやうく何度か転びそうになった。

　小雨が上がったときから、今日も蒼そう刻こくは来てくれるだろうかと落ち着かずにいたが、願いが叶かなって本当にうれしい。兄の伝つ手てで美しい装そう丁ていの『古こ今きん和わ歌か集しゆう』の草子をもらったときも、これほど昂こう揚ようしなかったのではないかと思う。目に見えて上気した頰を冷ましつつ、水みず瓶がめの付喪神に手伝ってもらいながら、菓か子しなどの用意をして部屋に戻った。

「お待たせいたしました。……あら、張ちようさんと星せい彩さいは？」

「あっちで仲よく昼寝してる。あてられそうだ」

　お互いにひと目惚ぼれに近い印象があったそうで、白虎の物の怪と化け猫は、もう主人たち以上に打ち解けている。今は、ひとつの毛皮の塊かたまりになったみたいにくっついて、廂にできた午後の陽ひだまりでうたた寝をしていた。まるで新婚夫婦のような仲のよさだ。

「物の怪の恋は自由でいいな。歌だの文だの、ややこしいものがない」

「……蒼刻さんは、歌がお嫌いなのですか？」

「苦手だ。たぶん、おまえが外を苦手だと思うのと同じくらいな」

「そうですか……。蒼刻さんは、天地がひっくり返っても歌だけは詠めないのですね」

「いや、さすがにそこまでじゃないぞ……？　というかおまえこそ、そんなに外が嫌か」

「もちろんです」

「こんなときだけ即答するな」

　額をこづかれ、朧月はふと、彼の銀髪がまだ重たげに湿しめっていることに気づく。

「蒼刻さん、まだ髪が濡れてますよ」

「このくらい適当に乾くだろう」

「だめですよ。……このようなところに来たせいで、左近衛府少将さまに風か邪ぜをひかせるわけにはいきません」

　付喪神が持ってきてくれた布を受けとり、面倒くさがる蒼刻に代わって、朧月が彼の銀髪を拭ふいてあげることにした。張さんの毛皮は、星彩にまかせれば大丈夫だろう。

　朧月は少し緊張した。仕方のないことだが、蒼刻を拭いてあげるには、いつもより近い距離で彼と向き合わなくてはいけない。言葉少なに蒼刻の髪の水気を拭きとり、ほっと息をついて身を離そうとしたところで、手首をつかまれた。

　大きくみはった朧月の瞳を、吐と息いきさえ感じられそうな距離から蒼刻がのぞきこんでくる。

　硬質な光を宿した青の双そう眸ぼうが怒っているようにも見えて、朧月は石になった。

「このようなところ、とか言うのはよせ」

「蒼刻……さん？」

「おまえを慕したう物の怪たちにとっては、ここは楽土だろう。俺や張さんだって、好きでここに通ってる。ここは俺にとっても大事な場所だ」

　つかまれた手首が熱いと思っていた。

　だが、蒼刻の真しん摯しな告白を聞き終えると、手首よりも顔のほうが熱くなっていた。

「……あ、あの──監視、なのでは……？」

　しどろもどろに朧月が訊き返すと、蒼刻はちょっと拗ねたふうに口の端を曲げた。

「監視なんて、途中からただの言い訳になってたんだよ。おまえが物の怪どもをちゃんと管理できているのは、とっくの昔にわかっていたんだからな。俺は今は、ここに来たいから来てる」

　──おまえは、俺がこう思っているのは嫌か？

　ささやく声は、問いかけというにはずいぶんと確信に満ちていた。自信に満ちた薄い笑みが、その印象をさらに強める。

「そ、蒼刻さん……わたしの答えを予想できているのに、訊いていませんか……？」

「かもしれないな。でも俺はおまえの口から聞いておきたい」

　聞くまでは自信が持てないから、と殊しゆ勝しようなことを言うのかと思いきや、蒼刻はぞくりとする不敵な光を瞳に宿した。

「言げん質ちをきっちりとっておけば、おまえは逃げられないだろ」

　これ以上関係を深めることに、朧月が臆おくしているのを、蒼刻は見抜いていたようだ。

　雨のせいで普段より薄暗い室内で、あいかわらず手首を握られたまま、蒼刻の目の前にいる。

　狼おおかみの牙きばを喉のど笛ぶえに立てられた兎うさぎの心地ここちだ。だが、怖いだけではなく、奇妙にうっとりとしてしまうのが不思議でもある。

　経験したことのないもどかしさに震えながら、朧月は観念したように目を伏せた。

「嫌なはずが、ありません。……わたしは、今日なんて一日中、蒼刻さんが来てくれるのかどうかが心配で、草子を読むことさえできなかったのですから」

「俺に逢いたかったか」

「ッ……そ、そうです」

　直ちよく截さいな言葉でまとめられてしまうと、恥ずかしさが百倍になる。

　このままではもっと恥ずかしいことを言わされそうなので、朧月は懸けん命めいに話をそらした。

「あの──眼帯も一度外して、お顔をきちんと拭いたほうが……」

　すると蒼刻は、強気な狼の表情から一転して、気まずげな顔になった。

「こいつを外すと見苦しいんだがな」

　自じ嘲ちようまじりの言い方は、常日頃から凜りんとしている彼には似つかわしくない気がして、朧月は小首をかしげる。少し考えてから、慎しん重ちように口を開いた。

「傷きず痕あとがあるのでしたら、わたしは特に気にしませんが……」

「そうじゃない」

　手近な柱に軽く背もたれた蒼刻は、皮肉げに口の端をゆがめると、己の眼帯を指さした。

「俺は生まれつき、両目の色が違うんだ。そのせいか、見けん鬼きの才がいくらかある」

　左右の瞳の色が異なる人など、部屋に蓄たくわえている草子のどれにも出てこない。

　冷めた光を宿す蒼刻の瞳を見つめ、眼帯の下の神秘的なものに心こころ惹ひかれた朧月は思わず、

「それは……むしろ、わたしは見てみたいのですが」

　とつぶやいていた。そして間抜けなことに、声にした後で青ざめた。

　人とは異なる特とく徴ちようを持つ者が、恐れられたり嫌われたりすることは、自分も過去に経験してきたのに、今の発言はあまりに無神経ではないか。あわてて両手をわたわたと振る。

「も、申し訳ありませんッ。今のは──」

「別に構わないぞ」

　なのに、あっさりと蒼刻が鍔つば型がたの眼帯を外すものだから、茫ぼう然ぜんとしてしまった。

「おまえだから見せるんだ。──それに、ここに通わせろと言ったくせに、隠しごとをしたままだと卑ひ怯きようだからな」

　潔いさぎよい蒼刻らしい言い分で、なにやらほっとしてしまい、朧月は改めて彼の双眸を見つめた。

　朔さくの夜を思わせる漆しつ黒こくの右目と、青い左目の取り合わせは、思った以上に神秘的である。

　夜空と青空を同時に仰あおいだような不思議な心地で、ため息が出た。

「幻げん想そう的てきで……きれいですね」

　素直に言うと、蒼刻は意外そうに何度か瞬きをした。それから眉まゆをひそめる。

「変なやつだな」

　しっかりとした右手が、朧月の頰を包む。肌はだにしみこむ温もりにどきりとする。

　今まで話をするときに保っていた、つかず離れずの距離には、特に何も感じていなかった。だがこうして無造作にふれられると、実はとても危険な距離だったのではないかと思えてくる。

「おまえの翡翠の瞳のほうが、よほど幻想的だろうが」

　あきれたように言うなり、抱き寄せられた。一気に顔に血が上のぼり、眩暈めまいがする。

　自分も蒼刻もそれなりに重ねた衣をまとっているはずなのに、彼の体温をはじめとする圧倒的な存在感が身体からだの芯しんまで強く響いて、まともに呼吸ができない。

「朧月」

　苦笑いを含んだ声で呼ばれ、とんと軽く背中を叩かれる。息をしろ、ということらしい。

　ほうっと息を吐きながら、閉ざしていたまぶたを開けたとき──

　まるい月が、御簾の向こうにぼやけて見えた。

「……！」

　とっさに朧月は腕を突っ張って、蒼刻の腕から逃のがれようとしていた。酔よったような夢見心地が一気に冷め、自分に課せられていた八月の宿命を思い出したのだ。

　非力なりに精せい一いつ杯ぱい身をよじり、抱ほう擁ようがゆるんだのを機に後ずさりして距離をとると、蒼刻は当とう惑わくしているようだった。頰に視線を感じる。けれども、朧月は彼と向き合う勇気が持てなかった。

　永遠にも感じる気まずい沈黙が続いた後に、蒼刻がため息をついて立ち上がる。

「また来る」という声にだめですとも言えず、むしろ救われてしまう自分が情けなかった。










　翌日、蒼そう刻こくは久々に陰おん陽よう寮りように顔を出した。陰陽寮に入る気はさらさらないが、見鬼の才を持つ上に武術にも長たける蒼刻は、ここの陰おん陽よう頭のかみに何かと重ちよう宝ほうがられている。

「八月？　僕の占うらないでは、今のところ凶きよう兆ちようは出てないよー」

「そうですか」

「と言っても、僕や陰陽寮が占って用心しておくのは、都の安全に関することだからねー。君の恋人の個人的な危機は、察知できてない可能性のほうが高いよ？」

　所用のついでに「八月」について──朧ろう月げつが気がかりそうに口にしていたので、陰陽頭の煌こう言げんに聞いてみたのだが、特に収しゆう穫かくはなかった。

（八月に、あの仔狸姫の身に何か起こるっていうのか？）

　都の近辺で起こりうる危機といえば、盗とう賊ぞく騒さわぎが定番である。だが、あんな財も宝もなさそうな邸に押しこむほど、盗賊の目は悪くないだろう。

　かといって、あの手の娘が見舞われやすい災さい難なん──たとえば不ふ埒らちな男に夜よ這ばいをかけられる、といった危険の線も薄い。百鬼夜行の姫君の噂はずいぶんと恐れられているそうだし、本気になれば強いという物の怪たちに護まもられている限り、朧月は安全だ。だから彼女の兄も、仕事の忙しい時期に、ちょくちょく邸を空けられるのだと聞いている。

「蒼刻くん、今日も百鬼夜行もとい輝かぐ夜や姫ひめとの逢おう瀬せなのかい？　僕もついていきたいなー」

「絶対に嫌です」

「垣かい間ま見みはこの平安の世において、大事な文化だよー？　減るもんじゃなし」

「減ります」

　何が減るのかはわからないが、きっぱりと言わないと押し負けるので、譲らなかった。

　ぶーぶーと言う、頭に花が咲いた陰陽頭を押しのけて、蒼刻は愛馬の支度をした。

　そうして懲こりもせずに西の川の邸に向かう道すがら、張ちようさんが満足げにつぶやいた。

「一度拒こばまれても、再び戦いを挑いどむか。それでこそ男じゃ」

「褒ほめられた気がしないぞ。というか──あれは、拒んだうちに入らないんじゃないか」

　抱擁から逃れようとした朧月は、明らかにわけありの風ふ情ぜいだった。蒼刻を嫌いなだけなら、あのような態度はとらないだろう。

　あの場では訊ける雰囲気ではなかったから、いったん退たい却きやくしてやったが、このまま引き下がるほど蒼刻は薄情でも弱腰でもない。

「俺に抱かれてからしばらくの間は、いい感じだったんだ。引き下がる理由がない」

「その意気じゃ。儂は片隅で我が姫といちゃいちゃしておるから、がんばるのじゃぞ」

「あまりやる気が出ないはげましだな」







　邸を訪ねると、今日はめずらしく、朧ろう月げつがすぐには御簾から顔を出してこなかった。

　逃げられないよう気配を殺しながら部屋に上がりこむと、予想とは違った光景があった。

「ああ、悪い。作業の途中だったのか」

「──あ……申し訳ありません。今け朝さ、兄さまが依頼を持ってきてくださったのです」

　作業に没頭していて、蒼そう刻こくの訪れに気がつかなかったらしい。

　文ふ机づくえの前にいた朧月は、庭先から現れた蒼刻たちを振り向くと、ただでさえ小柄な身体をよりいっそう縮めた。申し訳ありません、と全身で語っている。嫌われてはいないのだと確信し、蒼刻はひそかにほっとした。もしかしたら、という不安はあったのだ。

　いつものように付喪神に白さ湯ゆの用意を頼むと、朧月は消え入りそうな声で言った。

「昨日は……申し訳ありませんでした」

「その話は後でいい。おまえが作業を一段落させるまで、俺は待ってる」

　同じ原本から写して読むのでも、絵や字がうまいのと下へ手たなのでは、物語の雰囲気に多大な違いが生まれる。朧月が作る写本は綴じ方もうまいので、物語好きの女によう房ぼうなどへの贈り物として希望されることが多いそうだ。

　諸もろ々もろの作業のために、しばらくは文机と仲よしの日々が続きそうだと説明された。

「本当にこもりきりだな、おまえは」

「……わたしは竹の中から生まれたそうですから、引きこもっている状態が一番落ち着くのではないかと思います」

「おまえは筍たけのこだったのか」

「いえ、わたしは旬しゆんの食材ではないですよ？　竹の筒つつの中、という意味です。十五年前、両親が赴ふ任にんしていた地の邸に竹林があったのですが、そこで光る竹を見つけまして……竹細ざい工くが趣味の父がためしに切ってみたところ、小さな赤子が筒の中に入っていたそうです」

「それがおまえか？　珍ちん妙みような話だな」

　相手が朧月でなければ、突拍子もない噓だと決めつけていたかもしれない。

　だがその話は、昨夜から感じるわけありげな彼女の空気には、奇妙に似つかわしいのだ。

「はい。……ですが亡なき両親も兄さまも、わたしを本当の家族のように慈いつくしんで育ててくださいましたので、生まれを気にすることはありません」

　細い筆が紙の上をすべる音が、つかのま途切れる。朧月はおずおずと蒼刻を振り返った。

「あと少しで、字を写し終わりますので……。それまで、待っていてくださいますか」

「わかった。百数える間に終わらせなかったら、泣かす」

「……えええ!?」

「冗談だ」

　軽く言ってやると、朧月はほんの少し緊張を解いたようだった。蒼刻は適当な書物を手にとって暇ひまを潰つぶそうとした。朧月の蔵書には軍記物も多く、彼の興味を引く題材もある。

　だが、草子があふれる室内を眺めているうちに、違うものに目を惹かれてしまった。

　朧月の、小さな後ろ姿。

　彩り豊かな裳裾の上に流れる、黒くろ蜜みつを流したような艶やかな長い髪。

　丁寧に梳くしけずられた黒絹のようなそれを、彼女に気づかれぬよう、ひと房ふさ、手ですくいとってみる。顔を寄せてみると、かすかに甘い香りがした。伏籠で衣に焚きしめた香りが移ったのだろう。

　どちらかと言えば辛党の蒼刻だが、そのさらりとした甘さには素直に酔うことができた。

（いや──これは、まずいような）

　陰陽寮の煌言が、女人はよい香りがするのがたまらない云うん々ぬんと常日頃から変態的に語っていたのを、理解してしまった気がする。そのときだ。

「お待たせしました蒼刻さん、今回は書き損じも少なく──」

　彼女にしては少しはずんだ声とともに振り返り、朧月が凍りついた。俺も変態かと愕がく然ぜんとしていた蒼刻は、うかつにも、彼女がこちらを見る前にその黒髪から手を放すのを忘れていた。

　自分の髪がつかまれているのを見ると、朧月は雪の上の栗り鼠すのように震えながら言った。

「む……」

「む？」

「…………むしるのは、どうかお許しください」

「俺は羅ら生じよう門もんの物の怪か!?」

　昔、骸むくろから髪を奪い去っていく不気味な物の怪を退治したことがあるのだ。蒼刻の武勇伝の中でも有名な事件である。

「そ、そうですか。ではなぜ……？」

「見事な黒髪だからな。几帳の下からちらっと見せておれば、言い寄ってくる男もいるだろうに、と思ってただけだ」

　などと適当に言いながらも、朧月に恋歌を詠む男を想像するとおもしろくない。

　かたや朧月は、いつものように恥じらうかと思いきや、奇妙に暗い目をした。

　昨日、蒼刻の胸を押し返したときと同じように。

「わたしは……結婚はできません」

「それはまさか、百鬼夜行の姫君という噂を気にして言ってるのか」

「それはいいのです。本当のことですし、物の怪や付喪神の皆さんは、家族同然ですから」

「だったら、八月──十五夜に何か気がかりなことが起こるせいなのか」

　八月、と聞いたとたんに、朧月の肩がぴくりと跳ね、うつむく顔が怯えたような硬さを帯びる。

「いい加減、はっきり言え。十五夜に何があるって言うんだ」

「……蒼刻さん」

「俺は鬼をも斬きり飛ばす左近衛府少将だぞ。頼りにしないと罰ばちが当たると思え」

　蒼刻としては冗談を言ったつもりはないのだが、朧月は思わずといったふうに、くすりと微苦笑をこぼした。けれどその儚い笑みをすぐに消し、観念したような顔つきになる。

　痛々しい気がして抱き寄せると、蒼刻の腕の中で、朧月はひどく心細そうな声を紡つむいだ。

「八月の十五夜は……わたしの、定めの日です。わたしはこの地上とお別れして、月の都に連れていかれなくてはいけないことになっています」

「月の都だと？」

「はい。……月からの使者という方には、ほんの小さい頃に一度出逢ったきりですが──わけあって十五年は地上で暮らしてもらうが、十五の年の十五夜になったらわたしを月に連れ戻す、と宣告されておりまして」

　そのとき、門のほうから足音が聞こえた。蒼刻の腕の中ですっかりおとなしくなっていた朧月が、ぎくりと肩をこわばらせ、狼ろう狽ばいをあらわに立ち上がろうとする。

「そ、蒼刻さん。家の者が帰ってきたようですので、今日はどうかお引き取りを……」

「おまえの兄か」

　はい、と答える声ははっきりと震えている。そんなに怖い兄なのか。

　とりあえず、初対面で妹姫を抱きしめているのは印象がよくないだろうと思って朧月を解放したものの、蒼刻は立ち上がることはしなかった。

「俺はおまえに招き入れられて、ここにいるんだぞ？　やましいことは何もしていないのに、逃げ隠れなんて卑怯な真似をするのは性に合わん」

「いえいえそういう問題ではなく……！」

「俺にとってはそういう問題だ。だいたい、話が中ちゆう途と半はん端ぱなのに帰れるか」

　きっぱりと言い切ったとき、尺しやくを測ったかのように規則的な足音が、廊ろう下かから近づいてきた。

　蒼刻は殺気の生じたほうを、ばっと振り返る。その直後に身をかがめたのは、武官としての本能みたいなものだった。矢のように空を裂く音が、さっきまで蒼刻の頭があった位置を通過した。

（なに？）

　蒼刻に殴なぐりかかってきたのは、筆だった。それも柱のように巨大なものだ。盗賊の類たぐいだけではなく物の怪と何度となく戦ってきた蒼刻も、この武器にはさすがに意表を突かれた。しかもその珍妙な武器を振り回しているのは、さほど膂りよ力りよくがあるとは思えない、細身の文官なのである。

「貴き様さまは何者だ。我が妹に何をしでかしている」

　氷の色をした瞳が蒼刻を射抜き、薄く形のよい唇くちびるから凍いてつくような声が放たれる。

「に、兄さま……！」

　朧月の悲鳴のような声で、その巨大な筆を振り回す男が彼女の兄──つまりこの邸の主人であることを、蒼刻は確信したのだった。










　蒼そう刻こくが巨大な筆で撲ぼく殺さつされるという、悲劇を通り越して喜劇じみた事態を、朧ろう月げつは必死の説得で阻止した。兄にここまで食い下がったのは、生まれて初めてだ。

「なるほど。とてもそうは見えないが、この無礼者が例の左近衛府の少将殿だったのか」

「……はい」

「だがこの邸に何度も来ているのは、物の怪どもを監視するという目的ではなかったのか。私はそなたの説明を聞き、では物の怪どももいるから間違いは起こるまいと判断して、そなたに対応をまかせていたのだぞ。御簾の内にまで上がらせるとは、どういうことだ」

　書しよ博士はかせである兄──静せい心しんの冷ややかに問い詰める言葉の最後のほうは、蒼刻に対する指摘でもあったらしい。

　二人の間に不ふ穏おんな空気が流れ、間に挟はさまれた朧月は、ひっと息をのむ。胃が痛い。

　朧月を含めた三人は、微妙な距離を置いて、それぞれが正三角形の頂点になるような位置に座している。星せい彩さいは朧月の、張ちようさんは蒼刻の傍らについているが、それ以外の物の怪たちは静心の怒気を恐れて、あちこちに隠れていた。

　上司の瑕か疵しで仕事が立てこみ、しばらく邸に戻れなかった静心の機き嫌げんは目に見えて悪い。

「私は白さ湯ゆくらいは出してもいいと言ったが、夜よ這ばいを許した覚えはないぞ」

「よ、夜這いではありません。それに、よい御方なのです。いつもお土産を持ってきてくださいますし、宮中のことや、物の怪退治の興味深いお話を聞かせてくださって……」

「餌え付づけされるでないわ」

　静心は殺意こそ引っこめてくれたものの、蒼刻に対する警戒を未いまだに解いていなかった。

　下手な女人よりも艶やかな漆黒の髪の陰で、氷のような瞳がきつい視線を放つ。少し離れた場所にいる蒼刻に、静心の視線の矢はたっぷりと浴びせかけられた。

「貴き殿でんは出入り禁止と言いたいところだが、仮にも左大臣家の御子息ではそうもいかぬか。貴族はこれだから好かぬ」

　やましいところはなくもなかったのか、それまでは神妙にしていた蒼刻が、初めて口を開いた。

「そこまで露ろ骨こつな厭いや味みを言われるくらいなら、いっそ喧けん嘩かを売られたほうがマシなんだが」

「己の家格は承知している」

　左大臣家と厄やつ介かいな関係になるつもりはない、と静心はきっぱりと言う。このあたりは、まがりなりにも宮中に仕つかえる者として普通の感覚だ。──親の身分を楯たてにして身を護ったようで釈然としないらしく、蒼刻はしかめ面つらだが。

　では、と静心は冷ややかに言い放った。

「貴殿が今後も我が妹のもとに通いたいというのならば、『仏の御み石いしの鉢はち』と『蓬ほう萊らいの玉の枝』と『火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ごろも』と『龍りゆうの頸くびの珠たま』と『燕つばめの産んだ子こ安やす貝がい』を持ってきてもらおう」

「は？」

　あまりにも予想外の言葉だったのだろう。蒼刻が、らしくもない抜けた声をもらした。

「待て。一気に言うな、普通に意味がわからん」

「私からの五つの難題を果たしてみせろ、ということだ」

　はなはだ胡う乱ろんげな蒼刻の目が、しばし静心を見据えた後で、朧月へと振り向けられる。

「おまえは今のが何か知ってるか？　朧月」

「ええ、まあ……」

　朧月は、兄に習った故事の記憶を掘り起こした。

「『仏の御石の鉢』は、仏さまがお使いになったという光る鉢。『蓬萊の玉の枝』は、銀の根に金の茎くき、それに真しん珠じゆの実がなる伝説の木の枝。『火鼠の皮衣』は、焼いても燃えない摩訶不思議な布。『龍の頸の珠』はその名のとおり、龍の頭部を飾る五ご色しきの珠しゆ玉ぎよくのことです。『燕の産んだ子安貝』はたしか、燕の巣に稀まれにあるもので、とてもよくきく安産のお守りになるとか……」

「おまえがそんなに長くしゃべったのを初めて聞いたな。──だが、そんなけったいなものが実際にあるのか？」

　半信半疑というより、九割がた信じていない顔つきで蒼刻がつぶやく。物の怪との付き合いは公私ともに多いのに、彼は意外と現実的だ。

「無理にとは言わない。並大抵の力と知恵では手に入らぬものばかりなのでな」

「──ふん。やってやろうじゃないか」

　盗賊も鬼も討とう伐ばつしてのける武人の、負けず嫌いな魂たましいに火がついてしまったようだ。

「その五つだけでいいんだな？　すぐに用意してきてやるから、首を洗って待ってろ」

「そ、蒼刻さん、兄さまを殺さないでください」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気におろおろしどおしの朧月にも、蒼刻は青く燃える瞳で宣告する。

「おまえもだ、朧月」

「は、はい？」

「俺が『五つの難題』を突破して帰ってくるまでに、覚かく悟ごを決めておけ。俺はおまえを、月の使者なんていうよくわからん連中に渡すつもりはないからな」

　揺るぎない宣言に圧倒された朧月は、息をのむ。

　踵きびすを返した蒼刻を追って、張さんが「仕方ないから儂も手伝ってやるかのう」とつぶやきながら去ると。

「思ったよりは骨のありそうな男だな」

　兄の声で我に返った。淡々としているようで、わずかに温もりの感じられる声だった。

　視線を流すと、兄はさっきまで蒼刻に向けていた冷れい厳げんな顔ではなく、困ったような、憐あわれむような表情を浮かべていた。朧月にゆっくり語りかける口調には、静かないたわりが満ちている。

「だが、この上ない無理難題を言いつけたのだ。今後、あの果か敢かんな左近衛府少将殿が訪ねてくることはなかろう」

　胸がずきりと痛んだが、朧月は兄の決定に、嫌だとは言えなかった。

　あの五つの難題は、夜の星の異い名みようでもある。つまり、夜空から星をとってこい、と言うに等しいほど入手困難なものばかりだ。誇り高い蒼刻が、何も手に入れられないままこの邸に来ることはないだろう。苦心しているうちにあきらめてくれれば、それでよし。その前に八月が来て、お別れしなくてはいけなくなる可能性も十分に高い。

「……はい。本当は──もっと早くに、お別れするべきでした」

　静心も昔、朧月が本当は月の都の住人であり、いずれ連れて行かれてしまうことを知ったときは憤いきどおっていたものだ。けれどもこの日ひの本もとにいる限り、月が見ていない場所などなく、かといって月から来る使者たちを撃げき退たいするすべも見つからず、結局は朧月とともに運命をあきらめる道を選ばざるを得なかったのである。せめてと、最後まで彼女のそばにいることを決めて。

　長年兄の苦く悩のうを見てきた朧月には、「蒼刻さんなら、きっと……」とは言いだしづらかった。

　悲しみの色に染まった瞳を、まぶたで隠すように目を伏せる。

　あきらめきった兄きよう妹だいの傍らで、紫水晶の瞳の化け猫は、思し慮りよ深げに黙りこくっていた。










　──などと朧ろう月げつが切ない決意をした、翌日のこと。

「おい、とりあえず『龍の頸の珠』とやらを取ってきたぞ。これでいいんだよな？」

　気が抜けるほどあっさり再訪した蒼そう刻こくが、無造作に言った。

　ぽんと、道みち傍ばたで摘つんだ野の花でも見せるかのように、蒼刻は持参してきた西瓜すいかほどもある水晶色の玉を廂に置く。たしかに龍のものだという証あかしに、生なま々なましい龍の鱗うろこまで添えて。

　几帳の内にどんよりと転がり、蒼刻と逢えなくなる寂しさを『源氏物語』をあるだけ読んでまぎらわせていた朧月は、庭に現れた青年を見て、ぽかんと口を開けた。

「そ……蒼刻さん？」

「見ればわかるだろう。ああ、ついでに『蓬萊の玉の枝』も取ってきたぞ。高そうだから、売って邸の修しゆう繕ぜん費用にでも充あてとけ」

　久々の休みで邸にいた静せい心しんは、朧月の部屋まで飛んでくると、予想外にも程がある蒼刻の登場とその手土産に、驚きの色を瞳に浮かべた。

「貴殿は、これらをどうやって手に入れたのだ？」

「知り合いの陰陽頭に頼んで、蓬ほう萊らい山さんとかいうところに飛ばしてもらったんだ。そこでまず玉の枝を探してたら、山の主ぬしだという龍に叱られたんで、好こう都つ合ごうだと思って『すまないが首につけた珠をくれ』と申し出たんだが、問答無用で火を吐きかけられたから本気で殴り倒してきた」

「殴り倒す……!?」

「でも強ごう奪だつしたわけじゃないぞ。龍のほうから、これでご勘弁をと言ってきたんだからな」

　どちらが悪者だかわからない話に、朧月はぽかんと口を開けて、蒼刻を見上げた。

「では……『蓬萊の玉の枝』も……？」

「これじゃ」と張ちようさんが馬の背から無造作に投げ渡してきたのは、たしかに金銀珠玉のみで成る木の枝だ。伝承にあるとおり、幻まぼろしのように美しい。

　蒼刻は誇るでもなく、不敵な顔つきで指を折った。負ける気がしない、と言わんばかりの雰囲気だ。

「あとは『仏の御石の鉢』と『火鼠の皮衣』と『燕の産んだ子安貝』だな」

「……も、燃えてませんか？　蒼刻さん」

「当然だろう」

　きっぱりと言い切った蒼刻は、疲れたそぶりも見せず、白虎を連れて再び旅立った。

　そしてまた、数日後に帰ってきた。

『仏の御石の鉢』と『火鼠の皮衣』は、彼の友人だという東宮さまが、皇こう統とうのみに伝わる秘密の伝承から、それらが隠されている人外魔境の場所を示した。『燕の産んだ子安貝』は、陰陽頭が占いで在あり処かをぴたりと当てた。そして蒼刻が一いつ昼ちゆう夜やかけて強奪してきたのだという。

「──貴殿の力というよりは、人脈の力か」

「とんでもない無理難題に挑もうっていうんだ。使える者は親でも使う」

　五つの難題を撃げき破はし、堂々と腕組みをした蒼刻に、静心はあきれたような目を向ける。

「だが、在り処がわかったといっても、実際に取って来られる時点で尋じん常じようではない。貴殿はまことに人間なのか」

「人間には無理な難題を言いつけたつもりだったのか？　残念だったな」

「その尊大な顔が苛いら立だたしい。──とはいえ、貴殿がここまで根性と闘志と馬ば鹿か力ぢからと人脈を持つ、ある意味では頼もしい男だというのを確認できたのは収しゆう穫かくか」

　言うだけ言うと、静心は額を押さえて嘆たん息そくした。

　腐くさしながらも、蒼刻の実力や強い意思は認めたようで、しばらくすると、傍らで茫然としていた朧月に告げた。

「我が妹よ。こうなっては仕方ない。そなたが自みずから説得しないことには、このあきらめの悪い左近衛府少将殿は、死しても引き下がってはくれぬだろう」

「……兄さま」

「そなたと少将殿の選択に任せよう。だが、そなたがどのような道を選ぼうとも、兄はそなたの味方だ。それだけは覚えておくがいい」










　静せい心しんが去って二人きりになり、白湯で一服すると、蒼そう刻こくは開口一番に切り出した。

「たしか八月に、月の使者とやらがおまえをさらいに来るんだったな？」

「正確には、連れ戻しに、ですが……」

「何が連れ戻すだ。おまえは生まれてこの方、あの意外と物ぶつ騒そうな静心や、そこのおしゃべりな化け猫や、気のいい物の怪たちと暮らしてきたんだろう？　だったら、ここがおまえの故こ郷きようだ。理り不ふ尽じんなやり口になんて従うことはない」

　力強く言い切られれば、朧ろう月げつの、あきらめで冷え切っていた心が揺さぶられる。

「三み月つきもあれば、俺もいろいろと準備ができる。その図ずう々ずうしい月の使者とやらを叩き斬ってやろうじゃないか。まあ、龍ほどにはてこずらないだろう」

「き、斬るのですか？」

「殺しは好かないが、完璧に追っ払うためには力を誇こ示じしないとな。──おまえは、月になんて帰りたくないんだろう？」

　そのとおりだ。ここにいたいと焦こがれるように強く望んでいて、けれど、いつしか希望を捨てて、迎えが来るまでの日々を無気力に引きこもって過ごすようになっていた。本当は、兄や友達を置き去りにして、今さら月の都になど帰りたくはない。たとえそれが、運命だとしても。

「わたしを……地上に、引き留めてくださるのですか？」

「そのつもりだ。──おまえだって、『源氏物語』の続きは気になるだろう？」

　冗談めかした蒼刻の言葉にくすぐられたように、朧月も思わず顔をほころばせる。

「どこがおもしろいのか、俺に説明してくれ。途中で寝てしまうかもしれないけどな」

「わかりました。……あまり、蒼刻さんのお好みの話ではないと思いますけど」

　それでもいいと笑ってうなずき、蒼刻はふいに真顔になった。

「これから、三日続けてここに通ってもいいか」

「はあ。わたしは蒼刻さんでしたら、毎日でもいいくらい……で……」

　言いさした途中で、朧月は蒼刻の真意に気がついた。火がついたように顔が熱くなる。

　婚こん約やくをした後に三日続けて男が女の許もとに通うのが、当代の結婚の形である。

「毎日でもいい、と言ったのはおまえだぞ」

「それは、本音ですけど……でも、あの、心の準備というものが──」

「そんなものは俺が難題に挑んでる間にしておけ」

「……また、そのような無茶ぶりを」

　答えはまた後日、なんて逃げを彼は許してくれないだろうし、自分でもそうしたくないとは思う。

　けれども心配性で弱気で根暗な性格が災わざわいし、おずおずと訊いてしまった。

「あの、ご両親には……」

「おまえの兄からの難題に挑む前に、全部伝えてある。許可は得てきた」

「……百鬼夜行とお友達なのに、左大臣家の方となんて──よいのでしょうか」

「うちは男ばかりの三人兄弟で、お袋ふくろは昔からむさ苦しさを嘆なげいてるからな。さっさと嫁をとって孫娘の顔を見せろ、とまで言われたぞ」

　嫁、という言葉を嚙みしめる。黙っていたので、「朧月？」と案ずるような響きで名を呼ばれた。

　本当に、わたしにこんな幸せが降ってきていいのだろうか。

　夢なら醒めないでほしいと切に願いながら、涙をこらえて朧月もしっかりと言葉を返す。

「では──蒼刻さんが無茶をしてきてくださったので……わたしも、がんばりたいと思います」

「いい答えだ」

　蒼刻が満足そうに笑ってくれる。この笑顔のためなら、なんでもできる気がした。




　──その後、三日続けてどころか毎日「百鬼夜行の邸」に通う左近衛府少将の姿が見られ、宮中にはおおいに噂の花が咲いたという。




　しかし実態は大して甘くもなく、婿むこを歓迎する気のない静心との日々これ戦いであった。

　まずは婚約のために、婿である蒼刻から消息便という恋文を送るのだが、蒼刻が文が苦手なのを我慢して書いて、張ちようさんが届けにきたそれを、静心は「字のハネが拙つたない」「漢詩の引用が間違っている」と朱を入れて突き返してきた。前代未み聞もんである。普通は多少拙くとも、相手の家柄や誠意がわかればよしとして、嫁の父兄が「よろしくお願いいたします」という文を返す慣習なのだ。

「私はこれでも書博士という地位を頂いているのでな。半端な文では許容できぬ」

「ただの嫌がらせだよな!?」

　書き直した文を送っては朱を入れて突き返されるという、まるきり書博士と学生のような、風流のかけらもない攻防を繰り返すこと数日──

　途中でまた通ってきた蒼刻は、朧月の膝ひざ枕まくらで疲れぎみにぼやいた。実際、下手な盗賊討伐や鬼退治よりも消しよう耗もうしている。

「おまえの兄の許しを得るほうが、五つの秘宝探しよりも難題な気がするのは俺だけか」

「……も、申し訳ございません。兄さまはもともと、わたしが月に還かえる日までは幸せに暮らせるようにと、昔から手を尽くしてくださったので……とても、心配性なのです」

「わかってる」

　静心は言うまでもないが、朧月も兄には依い存そんしているので、彼女の前で愚痴を延えん々えんと言いつづけるのは気が引ける。ひとしきり膝枕で気力を充実させると、再び戦いの場に出た。

　そうして百通目を超えたところで、ようやく「これならまあ読めるだろう」という上から目線の合格をもらい、吉日を選んで新にい手た枕まくらの予定を立てることができた。

　しかし張さんを供とも人びととして邸を訪ねると、またしても妨害に遭あった。

「さっき階きざはしで脱いだはずの俺の沓くつが、なんでこんなところにあるんだ」

　本来ならば婿の沓は、嫁の両親などが抱いて寝て、婿が帰らないようにと願をかけるものだ。が、蒼刻の沓は朧月の部屋につながる廊下に置かれていたのだった。さっさと帰れ、と言わんばかりである。

　沓を持ってきた蒼刻をすげなく見やり、離れの一室にいた静心は平然と言った。

「決まっておろう。婿いびりの一いつ環かんだ」

「決めるな決めるな。俺を認めたんじゃなかったのか」

「理性では認めたのだが、身体が勝手に貴殿を排除したくなるのだ。困ったものだ。貴殿の沓など抱いて寝たくなどないしな」

「……別に抱いて寝なくてもいいから、そっとしておいてくれないか」

　萎なえるわと思いつつ、改めて通い慣れた朧月の部屋に入ると、そこは普段とはまったく違った雰囲気だった。雑然とした書物の山や文机などは片づけられ、床も調度もきれいにみがかれ、しっとりとした香が焚かれ、婿を迎える夜の空間として整えられている。

　そして褥しとねとなる御み帳ちよう台だいには、怯えた仔狸のように震えながら膝を抱える娘がいた。

「あ……蒼刻さんですか？」

「俺以外のだれを、そこで迎えるつもりだったんだ」

「そ、そうではなく……──申し訳ございません、今朝からずっと緊張してしまっていて……」

　──逃げだしたい心地で、朧月は迎えた婿の前でうなだれる。

　身にまとう上品な撫子の襲も、御帳台も、五つの秘宝を売ったお金でしつらえた真新しいもの。

　いつも周りにいる星せい彩さいたち物の怪もおらず、何もかもが慣れないことずくめだ。心臓が壊れそうに高鳴っている朧月を、蒼刻がそっと抱き寄せる。

　今度こそ死ぬかと思ったが、背を撫ぜる手つきのやさしさに、自分でも驚くほどすんなり身体の力が抜けた。この人はわたしを大事にしてくれると、心よりも先に身体が理解していた。

「いいか、落ち着いて聞けよ。大事なことを言ってなかったの、思い出したからな」

「大事なこと……ですか？」

「散々嫁にするだの娶めとるだの言ってたのにな。──朧月」

　耳元すぐでささやかれたのは、たしかに初めて聞く、けれど今さらのような告白。胸がいっぱいになり、まっすぐな青年への愛いとおしさに眩暈がしそうになる。

　朧月もずっと言いそびれていたので、彼の首にそろりと腕を絡めると、同じ言葉を返した。

「わたしも、……です」




　──幸せな夜を過ごした翌日、後きぬ朝ぎぬの文まで添てん削さくされて蒼刻がげっそりしたことと、結婚許きよ諾だくの宴は物の怪や付喪神たちが群れるばかりか、東宮さまや陰陽頭まで飛び入り参加をしてきてはなはだ騒がしかったことも含めて、三み日か夜よの儀式は忘れがたい思い出となったのだった。










　そうして八月──天上にかかる月が、欠けることなく満ちた夜。

　夜空から雲に乗った人々が降りてきて、邸の草茫々の庭に並んだ。空飛ぶ車を伴ともなった、月の都の使者である。貴族の正装よりも華美な装よそおいの使者たちは、目当ての姫がいる場所を護るように立ちはだかる蒼そう刻こくを見て、わずかに目をみはった。

　簀すの子こには星せい彩さいをはじめとする朧ろう月げつと仲のよい物の怪たちが集まり、小さな手を振って「武官さんがんばれ～！」と応おう援えんしている。そして御簾の内では、見届けにきた静せい心しんに抱きかかえられるような格好で、朧月がはらはらと成り行きを見守っていた。

　弓矢と刀で完全に武装した蒼刻は、月の使者たちに向かって、ぞんざいに言い放った。

「言っておくが、おまえたちが連れて行きたいという姫君は、もう俺のものだ。返す気はない。痛い目を見たくなければ、即そつ刻こく月に還れ」

　朧月にとっては頼もしく、惚れ直すばかりだが──よく考えなくても、相手にとっては、いささか横暴な言葉である。案の定、月の使者たちは啞あ然ぜんとしていた。

「ひ、姫、あの男の言うことは──」

　月の使者の視線を受けた朧月は、安産のお守りである『燕の産んだ子安貝』を手に、ぽっと頰を染めてみせた。実はまだ子はいないが、そういうことにしておけと蒼刻に言われたのである。少し恥ずかしいが、背に腹は代えられない。

　迎えにきたはずの娘が勝手に地上の男と。月の使者たちは卒倒しそうなほど青ざめた。

「我らが月の都の帝みかどの妻となるべき御方に、なんという不埒なことを！　穢けがれた地上の男が！」

「知るか。そんなに大事な姫君なら、竹筒の中に放置なんかしないで、自分たちで大事に育てればよかっただろうが。──あいつは静心が育て、物の怪たちが友達になって暮らして、今は俺が寵ちよう愛あいしてるんだ。おまえたちみたいなポッと出の偉えらそうな雑ざ魚こが、あいつの人生に入りこむ余地なんて微み塵じんもない」

「そうじゃ、そうじゃ。儂の心の友の恋路を邪魔する者は、虎に喰くわれて死んでしまえ」

　蒼刻の容よう赦しやのない言葉に続けて言うなり、張ちようさんの身体がむくむくと大きくなった。

　程なくして、熊くまよりも大きく、たくましくて美しい身体つきの白虎が場に出現する。ただならぬ霊気をまとう獣けものに、だれもが目をみはった。

「張さん。俺より目立ってるが、一体なんなんだ」

「蒼刻よ、聞いて驚け。儂は実は都を守護する神しん獣じゆうなのじゃ。日々、儂の退屈をまぎらわせてくれた礼に──いやいや友情に報むくいて、おぬしに助すけ太だ刀ちしようぞ」

「ただのたらしの物の怪じゃなかったのか!?」

「うむ。おぬしが五つの難題をこなせたのも、実は儂の加護あってのことじゃぞ。感謝して、今度は肩を揉もんでほしいものだな」

「いろいろと初耳なことが多すぎる！」

　いきなりの展開にのけぞりながらも、蒼刻と白虎の連れん携けいはすばらしかった。衝しよう撃げきの事実に浮き足立った使者たちは、あっというまにこてんぱんに伸のされてしまう。庭には陰陽頭があらかじめ罠わなを──爆発したり岩を転がしたりする護ご符ふも仕掛けてくれており、逃げたら逃げたでそれにはめられて踏んだり蹴ったりである。

　白虎が暴れながら薄絹の張られた天てん蓋がいつきの車を破は壊かいし尽くして、蒼刻が息も乱さず峰みね打うちで全員を殴り倒したところで、使者たちが音を上げた。

「な、なんという強さ……!?　た、頼む、命ばかりは取らないでくれ！」

「なんだ情けない。俺はやっと準備運動が終わったところだぞ」

「ひいいいッ」

　地じ獄ごくがおまえを待ってるぜといわんばかりの蒼刻の鋭い視線と、白虎の牙を剝むいた顔に、すでに襤褸襤褸になった月の使者たちが震えあがる。彼らは青ざめた顔を寄せ合って何事かを話し合っていたかと思うと、必死の形ぎよう相そうになって御簾のほうを振り返った。

「我らが姫よ！　た──たいへん申し訳ないのですが、地上と月の平安のために、この恐ろしい人間に捧ささげられる生いけ贄にえとなってくださいませんか!?」

「──あ……はい、わかりました。生贄になります」

　急に話をふられた朧月は面食らったが、願ったり叶ったりの提案だと気づき、即うなずいた。

　それを聞き届けるや否いなや、月の使者たちは車に鈴なりになって、ほうほうの体ていで帰っていく。

　張さんはしゅるしゅると元の犬ほどの大きさまで縮み、やれやれと首を回した。

「久々に元の大きさに戻ったが、思ったほど歯ごたえがなかったのう」

「……まあ、ありがとうな」

　月の使者たちが乗る雲がすっかり見えなくなってから、蒼刻が振り向いた。

　目が合い、呆ほうけたようになりゆきを見守っていた朧月は、そこでようやく現うつつに返った。

　胸が詰まり、声が震える。もう夜空にかかる月を見て、不安になる必要はないのだ。

「……ありがとうございます、蒼刻さん」

「おまえの夫としては当然のことだ。ま、意外とあっけなかったな」

　月の使者というなら龍より歯ごたえがあると思ったのに物足りないと、真顔で怖いことを言う。

　武官らしさをこれでもかと見せつけられた静心は、あきれ半分感心半分の表情だ。

　月の住人は人の身では到底敵かなわぬ存在だという話を、各地の伝承を調べて知り、絶望したことすらある静心だ。蒼刻たちに圧勝されて、喜ばしいが少し釈然としない様子である。

「しかし我が邸の庭を、ずいぶんと改造してくれたものだな」

「悪いな」

「少しも反省の色がうかがえぬな。──だが、妹を失わずに済んで感謝している。今こ宵よいはゆっくりと過ごすがよかろう」

　そっけなく言い捨て、静心は彼の塗ぬり籠ごめがある対ついの屋へと去っていく。婿いびりが日課の静心だが、さすがに今宵は蒼刻をねぎらってくれたようだ。ゆっくりと、など言ったのも初めてのことだ。

　墨すみ染ぞめの直衣のうしの背中を見送ると、朧月と蒼刻は、ほぼ同時にお互いを振り返った。

　目が合い、二人同時にくすぐられたように笑った。安あん堵どし、清すが々すがしい心地だった。

「わたしは生贄だそうです」

「俺のもの、と言い換えてもいい言葉だな」

　抱き寄せられた腕の中で、間近からどこか獰どう猛もうな笑みを向けられ、朧月は眩暈がした。

　すでに数えきれないほど彼のものになっている身だが、こうして支配欲をちらつかせる彼の表情には未だに慣れていない。

「さっさと中に入るか。あんなろくでもない月の連中に、おまえを見せないように」

「……わたしの名は『朧月』ですよ？」

「だからこそだ。あんな鬱うつ陶とうしい連中のいる月なんか、空から堕おちてしまえばいい。俺にはおまえがいるから平気だし」

　おまえという月が、と耳じ朶だのそばでささやかれ、朧月はじたばたと身み悶もだえしたくなった。

　歌も文も苦手だと日頃から言っているくせに、こうして危険な言葉をさらりと放つのが、この背の君の油断できないところだ。

「蒼刻さん……。以前いただいた後朝の歌よりも恥ずかしいですよ、それ」

「そうか。じゃ、一生胸に刻きざんでおけ」

　恥ずかしい。けれど、夢見心地になるほどうれしい。

　そんな朧月の恋心は見み透すかされていたようで、蒼刻はためらいなく彼女を抱き上げた。朧月も素直に彼の頸にしがみつき、愛の言葉をうっとりと耳元でささやく。──二人が御簾の内に入ってゆき、部屋に灯されていた燈とう籠ろうの火が吹き消されたのは、その後まもなくのことである。

　実はまだ簀子に残っていた物の怪たちは、甘やかな空気の二人を邪魔しないよう必死にひそめていた息を、ようやく吐き出すことができた。

「お二人さんってば、あたしたちがいること、まるっと忘れてましたねぇ」

「ま、今日は好きにさせよう」

　化け猫と物の怪の恋人たちは顔を見合わせ、子の結婚を喜ぶ親のように破は顔がんすると、物の怪たちに解散をうながす。そして彼らもまた、仲よく屋根の上へと移動していった。




　こうして風変わりな二人の恋は、竹たけ取とり物語ならぬ、破は天てん荒こうな武官の嫁取り物語として、のちの世まで語り継つがれることになった。恋絵巻にまとめたのは、時の東宮さまの姉である、湘しよう雲うんという名の物語好きの内ない親しん王のうであったという。

　めでたし、めでたし。








〈了〉













あとがき






　アンソロジー発行おめでとうございます！　いつも『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』シリーズがお世話になっております、木き村むら千ち世せです。表紙を描いてくださるのがくまの柚ゆず子こ先生なので、自分にとっては倍楽しみな企き画かくとなりました。お手にとっていただいた皆みな様さま、ありがとうございます。パロディで、とのお話をいただいて最初に思いついたのは学園舞台でしたが、最初に出したプロットは『ラプンツェル』ネタにギリシャ神話風味を加えた、ネット中ちゆう毒どくの女神さまと武神さまの不本意な新しん婚こんライフ。しかし、いろいろ相談の結果『かぐや姫』になりました。竹取物語パロディという名の元に、人生で初の平安舞台を書きましたが……できれば二度と書きたくないなと（え）。読むのは好きなのですが、基本知識がないせいで書くのに手間取った上に、ページ数を間違えて倍書いてしまうという大失敗！　……編集部の方々のおかげで、なんとかなりました。そんなこんなで平安に舞台を移した朧ろう月げつと蒼そう刻こくの通い婚ラブコメ、楽しんでいただければ幸いです。本編では未み遂すいのあれやこれの恋愛イベントをここでしていいものかと若じやつ干かん迷いましたが、今回はifということで。お付き合いも求婚も何も『双界幻幽伝』本編ではまったく違う形になるかと思います。そちらもお楽しみいただけるよう頑張りたいです！
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